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販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

貸 倒 引 当 金 繰 入 額

営 業 利 益 (*1)

支 払 利 息 ( 受 取 利 息 控 除 後 )

受 取 配 当 金

有 価 証 券 損 益

固 定 資 産 損 益

そ の 他 の 損 益

持 分 法 に よ る 投 資 損 益

税 引 前 利 益

法 人 税 等

非 支 配 持 分 帰 属 損 益 前 純 利 益
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実 態 営 業 利 益 (*2)

基 礎 収 益 (*3)

（*1） 売上高及び営業利益は、日本の投資家の便宜を考慮して、日本の会計慣行に基づいて表示しております。

（*2） 実態営業利益＝売上総利益+販売費及び一般管理費

（*3） 基礎収益＝実態営業利益+支払利息（受取利息控除後）+受取配当金+持分法による投資損益

連 結 総 資 産

( 流 動 資 産 )

( 固 定 資 産 等 )

連 結 純 資 産
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連 結 ネ ッ ト 有 利 子 負 債

ネ ッ ト Ｄ Ｅ レ シ オ (*4)

（*4）　ネットDEレシオ＝連結ネット有利子負債/連結純資産

　

 
営 業 活 動 に よ る CF

投 資 活 動 に よ る CF

フ リ ー キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

財 務 活 動 に よ る CF

為 替 変 動 の 影 響

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 減

黒 字 会 社 数

黒 字 額

赤 字 会 社 数

赤 字 額

会 社 数 合 計

ネ ッ ト 損 益

黒 字 会 社 数 比 率

2012年度業績予想の概要

◎　2012年度の連結業績予想（当社株主に帰属する当期純利益）は279億円増益となる2,000億円の見通し。

◎　2012年度の年間配当金は、当社株主に帰属する当期純利益を2,000億円と予想していることから、連結配当性向を20%以上とする配当方針に基づき、24円

　　 （内、中間配当金12円）とする予定。
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2011年度連結決算及び2012年度業績予想　(米国会計基準)

2011年度連結決算の概要

損益の状況
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【連結決算の概要】

○ ③販売費及び一般管理費 ・・・ ▲3,830億円

人件費等で前年度比120億円の増加となった。

④貸倒引当金繰入額 ・・・ ▲12億円
○ 前年度に大口の引当金を計上した影響で、42億円の改善となった。

⑤支払利息（受取利息控除後) ・・・ ▲178億円

前年度比3億円の改善となった。
○

⑥受取配当金 ・・・ 274億円

エネルギー案件を中心に前年度比82億円の増加となった。

○ ⑦有価証券損益 ・・・ 138億円

前年度比21億円の増益となった。

  ・有価証券売却損益       235億円（前年度比 ▲26億円）

  ・有価証券評価損　　 ▲ 98億円（前年度比  + 47億円）

○

⑧固定資産損益 ・・・ ▲77億円

前年度における売却益の影響により、8億円の悪化となった。

　・固定資産売却損益　　　　　 　11億円（前年度比 ▲45億円）

　・固定資産評価損  　　　　　 ▲89億円 (前年度比 + 37億円）

【損益の状況】

①売上高 ・・・ 10兆5,844億円 ⑨その他の損益 ・・・ 66億円

 商品市況の上昇及び緩やかな景気の回復により、前年度比 為替差損益の改善及び退職給付信託設定益等により、

1兆5,639億円の増収となった。円高の影響は3,300億円程度の減収。 前年度比223億円の改善となった。

主な増収セグメントは以下の通り。

エネルギー（+5,539億円）、プラント・産業機械（+3,032億円）、 ⑩持分法による投資損益 ・・・ 815億円

食料（+2,116億円）、海外支店・現地法人（+1,875億円） チリ銅事業、鉄鋼製品事業、豪州石炭事業の増益を主因として、

前年度比101億円の増益となった。主な内訳は以下の通り。

②売上総利益 ・・・ 5,415億円 チリ銅事業 192億円 （前年度比 + 39億円）

前年度比193億円の増益となった。円高の影響は160億円程度の 伊藤忠丸紅鉄鋼 129億円 （前年度比 + 62億円）

減益。下表参照。 JELLINBAH GROUP 109億円 （前年度比 + 36億円）

2011年度の年間配当金は、当社株主に帰属する当期純利益が1,721億円
となったことから、連結配当性向20%以上に引き上げた配当方針に基づ
き、20円（中間配当金10円実施済み、期末配当金10円）とする予定。

実態営業利益は、売上総利益の増益により、前年度比73億円（5％）増益
の1,585億円となり、これに加えて持分法による投資損益の増益等により、
基礎収益は前年度比258億円（12％）増益の2,496億円となった。

当連結会計年度の当社株主に帰属する当期純利益は、金属、エネルギー
セグメントの増益を主因に、前年度比356億円（26％）増益の1,721億円とな
り、史上最高益を更新した。

連結純資産は、外貨換算調整勘定及びデリバティブ正味未実現損益の悪
化によりその他の包括損益累計額が減少したものの、利益の積み上げに
より、前年度末比840億円増加の9,158億円となった。

連結ネット有利子負債は、新規投融資等により前年度末比1,401億円増加
の1兆7,557億円となり、ネットDEレシオは、連結純資産の増加により前年
度末比0.02ポイント改善の1.92倍となった。
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当社株主に帰属する当期純利益

海外発電事業の子会社化により売上総利益は増益。持分法による投資損益が減益となったものの、海外
発電事業の継続保有持分に係る評価益の計上により、当期純利益は増益。

石油化学製品分野を中心とした売上総利益の増益に加え、持分法による投資損益の増益により、当期純
利益は増益。

石油価格の上昇等による売上総利益の増益に加え、受取配当金の増加等があったことから、当期純利益
は増益。

石炭価格の上昇等による売上総利益の増益に加え、持分法による投資損益の増益により、当期純利益
は増益。

売上総利益は前年度並みであったが、持分法による投資損益の増益により、当期純利益は増益。

繊維機械関連案件を中心とした売上総利益の増益に加え、持分法による投資損益の増益により、当期純
利益は増益。
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主な増減要因

食品関連事業の減益等の影響で売上総利益、当期純利益ともに減益。

ユニフォームの取扱量増加等による売上総利益の増益に加え、経費の減少並びに持分法による投資損
益の増益により、当期純利益は増益。

ムシパルプ事業での、パルプ単価下落及び販売数量減による減収、前年度における一過性利益の反動
等による売上総利益の減益に加え、持分法による投資損益の悪化により、当期純利益は減益。
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米国会社の増益により売上総利益、当期純利益ともに増益。
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(注) 1 当連結会計年度より、「開発建設」は「全社及び消去等」に編入しております。これに伴い、前年度のオペレーティング・セグメント情報を組み替えて表示しております。
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214

情報関連事業の増益等による売上総利益の増益に加え、持分法による投資損益の改善により、当期純
利益は増益。

連 結 合 計

有価証券損益の悪化等により当期純利益は悪化。
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<本資料に含まれる予想については、本資料の発表日現在における入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係わる仮定を前提としております。>


